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わっしょい
わっしょい

わっしょい
わっしょい

　陸上競技場で初開催！　陸上競技場で初開催！



広報なかたね 2025.9 月号　2

　中種子火縄銃保存会　中種子火縄銃保存会

　野間幼稚園和太鼓　野間幼稚園和太鼓 　野間幼稚園舞台発表　野間幼稚園舞台発表

　実行委員長挨拶　実行委員長挨拶　司会　吉田玲子さん　司会　吉田玲子さん

　会場の様子　会場の様子

広報なかたね 2025.9 月号　2広報なかたね 2025.9 月号　2

　中央保育所舞台発表　中央保育所舞台発表

　テイストオブハニー　テイストオブハニー

　

第
57
回
中
種
子
町
よ
い
ら
～
い
き

祭
り
が
、
８
月
２
日
に
開
催
さ
れ
多

く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
夜
の
部
の
み
行
わ
れ
、

会
場
も
陸
上
競
技
場
に
な
り
ま
し
た
。

　

中
種
子
火
縄
銃
保
存
会
に
よ
る
試

射
演
舞
を
ス
タ
ー
ト
に
、
野
間
幼
稚

園
・
中
央
保
育
所
園
児
の
お
遊
戯
や

和
太
鼓
演
奏
、
有
志
た
ち
に
よ
る
軽

音
楽
演
奏
、
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
や

タ
ヒ
チ
ア
ン
ダ
ン
ス
な
ど
が
披
露
さ

れ
、
観
衆
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
初
め
て
行
わ
れ
た
灯

籠
作
り
や
バ
ル
ー
ン
遊
具
に
は
た
く

さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
駆
け
つ
け
、

会
場
に
は
元
気
な
声
と
灯
籠
の
明
る

い
光
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

大
抽
選
会
で
は
、
た
く
さ
ん
の
豪

華
景
品
に
会
場
は
大
盛
り
上
が
り
で

し
た
。

　

祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
夜
空
に

輝
く
大
輪
の
花
火
で
、
み
ん
な
の
笑

顔
が
は
じ
け
ま
し
た
。

第 57 回よいら～いき祭り
陸上競技場で初開催



3　広報なかたね 2025.9 月号3　広報なかたね 2025.9 月号3　広報なかたね 2025.9 月号

　テ　マナ　タヒチ　テ　マナ　タヒチ

　アイリーダンススクール　アイリーダンススクール

　オリ・タヒチ・パアリ・ポエラヴァ　オリ・タヒチ・パアリ・ポエラヴァ 　モハラ　ピカケ　モハラ　ピカケ

　よいらーいき音頭　よいらーいき音頭 　岩岡エイサー踊り　岩岡エイサー踊り

　花火　花火 　灯籠作り　灯籠作り　大抽選会　大抽選会 　バルーン遊具　バルーン遊具

　野間小学校金管バンド　野間小学校金管バンド

　RYU JAPAN　RYU JAPAN

　自衛隊ブース　自衛隊ブース 　出店の様子　出店の様子　中種子中学校吹奏楽部　中種子中学校吹奏楽部



広報なかたね 2025.9 月号　4

　まちの話題　　まちの話題　 まちの話題　まちの話題　

中種子の風の丘
こりーな

に響くハーモニー
中種子中学校合唱コンクール

７
月
12
日
に
、
種
子
島
こ
り
ー

な
で
中
種
子
中
学
校
の
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
が
あ
り
、
各
学
年
・

学
級
ご
と
に
合
唱
の
披
露
が
あ

り
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
音
楽
の
時
間

や
昼
休
み
な
ど
を
使
い
練
習
を

行
い
、
そ
の
成
果
が
大
い
に
発

揮
さ
れ
ま
し
た
。

　

心
を
ひ
と
つ
に
奏
で
た
ハ
ー

モ
ニ
ー
は
、
ど
の
学
級
も
素
晴

ら
し
く
、
会
場
は
感
動
の
渦
に

包
ま
れ
、
盛
大
な
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

安納いもバイオ苗引渡し式
種子島高校から１市２町へ３品種引き渡し

７
月
８
日
に
種
子
島
高
校
で
、

島
内
１
市
２
町
の
関
係
者
が
出

席
し
、
安
納
い
も
バ
イ
オ
苗
の

引
渡
し
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

種
子
島
高
校
で
は
、
優
良
系

統
サ
ツ
マ
イ
モ
の
増
殖
研
究
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
引
渡
し
式

で
、
生
物
生
産
科
の
生
徒
が
大

切
に
育
て
た
安
納
紅
・
安
納
こ

が
ね
・
種
子
島
ゴ
ー
ル
ド
の
３

品
種
の
バ
イ
オ
苗
が
引
き
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
各
市
町
の
育
苗
施

設
に
お
い
て
増
殖
さ
れ
、
農
家

の
も
と
へ
届
け
ら
れ
ま
す
。

珍プレー好プレーで盛り上がり
集落対抗ナイターソフトボール大会

７
月
２
日
に
、
集
落
対
抗
ナ

イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が

開
催
さ
れ
、
出
場
６
チ
ー
ム
が

中
種
子
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
２
パ
ー
ト
に
分
か

れ
て
行
わ
れ
、
会
場
に
は
元
気

な
掛
け
声
が
響
き
渡
り
、
珍
プ

レ
ー
好
プ
レ
ー
が
続
出
す
る
中
、

Ａ
パ
ー
ト
で
納
官
チ
ー
ム
、
Ｂ

パ
ー
ト
で
伏
之
前
Ａ
チ
ー
ム
（
４

連
覇
）
が
優
勝
の
栄
冠
を
手
に

し
ま
し
た
。

浜津脇港でいかだ遊び
星原小学校

７
月
12
日
、
浜
津
脇
港
で
星

原
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
に
よ

る
い
か
だ
遊
び
が
あ
り
、
保
護

者
た
ち
が
手
際
よ
く
作
り
上
げ

た
い
か
だ
に
児
童
が
乗
り
、
港

内
で
乗
船
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

い
か
だ
に
乗
り
込
ん
だ
児
童

は
、
保
護
者
が
見
守
る
中
、
元

気
い
っ
ぱ
い
オ
ー
ル
を
漕
い
だ

り
、
い
か
だ
か
ら
海
に
飛
び
込

ん
だ
り
と
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。



5　広報なかたね 2025.9 月号

　まちの話題　　まちの話題　

航空自衛隊馬毛島先遣隊
歓迎セレモニー

７
月
18
日
に
、
太
陽
の
里
流

水
プ
ー
ル
の
安
全
祈
願
祭
が
あ

り
ま
し
た
。

　

祈
願
祭
の
後
は
、
招
待
さ
れ

た
野
間
幼
稚
園
の
子
ど
も
た
ち

が
プ
ー
ル
に
入
水
し
、
流
れ
る

プ
ー
ル
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

流
水
プ
ー
ル
は
、
夏
休
み
期

間
中
の
７
月
19
日
か
ら
８
月
31

日
ま
で
営
業
し
て
い
ま
す
。

※
入
場
は
午
前
10
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で
（
遊
泳
は
午
後
４
時

45
分
ま
で
）

流水プール営業開始
子どもたちが流れるプールを堪能

　

７
月
19
日
に
大
浦
川
で
中
種

子
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
キ
ッ
ズ
第
３

回
活
動
「
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
」

が
あ
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
中
に
は
、
初

め
て
カ
ヤ
ッ
ク
に
乗
る
子
も
い

ま
し
た
が
、
講
師
の
三
野
丈
さ

ん
（L

u
l
u 

S
u
n

）
か
ら
パ
ド
ル

の
漕
ぎ
方
な
ど
を
教
え
て
も
ら

い
、
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

日
頃
は
行
く
こ
と
の
な
い
洞

窟
に
行
っ
た
り
、
シ
オ
マ
ネ
キ

や
ト
ビ
ハ
ゼ
を
捕
ま
え
た
り
、

種
子
島
の
自
然
を
思
う
存
分
、

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

中種子チャレンジ・キッズ
第３回活動「シーカヤック体験」

スター歌手による「うたの祭典」
みやまふれあいコンサート

７
月
23
日
に
、
種
子
島
こ
り
ー

な
で
自
主
文
化
事
業
と
し
て
「
第

46
回
霧
島
国
際
音
楽
祭
出
演

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
公
演
『
み

や
ま
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
トi

n

こ
り
ー
な
』」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。公

演
は
、
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手

の
林
美
智
子
さ
ん
、
テ
ノ
ー
ル
歌

手
の
西
村
悟
さ
ん
に
よ
る
美
し
い

歌
声
と
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
石
野
真
穂

さ
ん
が
奏
で
る
心
地
よ
い
音
色
が

会
場
を
包
み
込
み
、
集
ま
っ
た
観

客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

７
月
17
日
に
、
中
央
公
民
館

大
ホ
ー
ル
で
、
航
空
自
衛
隊
馬

毛
島
先
遣
隊
の
歓
迎
セ
レ
モ

ニ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、
町
長
を

は
じ
め
行
政
職
員
や
町
議
会
議

員
、
各
関
係
機
関
が
出
席
し
、

基
地
の
運
用
開
始
に
向
け
勤
務

を
始
め
る
19
名
の
隊
員
を
出
迎

え
ま
し
た
。

　

岡
田
先
遣
隊
長
か
ら
「
行
事

な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、

精
一
杯
地
域
貢
献
し
ま
す
」
と

力
強
い
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。



広報なかたね 2025.9 月号　6

　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ まちの話題　まちの話題　

北
は
北
海
道
、
南
は
鹿
児
島
、
さ
ら
に
は
海
外
出
身
の
方
ま
で
！

そ
ん
な
多
彩
な
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
る
１
市
２
町
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
が
、
先
日
初
め
て
顔
を
合
わ
せ
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
な
ん

で
も
、
前
任
の
協
力
隊
・
湯
目
さ
ん
の
時
代
に
は
こ
う
い
っ
た
集
ま
り

は
な
か
っ
た
そ
う
で
、「
島
内
の
協
力
隊
が
自
主
的
に
集
ま
る
の
は
初

め
て
な
の
で
は
？
」
と
の
こ
と
。
舵
を
取
っ
て
く
だ
さ
っ
た
西
之
表
市

の
橋
口
隊
員
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　

そ
れ
ぞ
れ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
日
々
の
活
動
に
つ
い
て
語
り
合
う
な
か

で
、
刺
激
を
受
け
た
り
、「
あ
る
あ
る
！
」
と
共
感
し
た
り
…
。
気
づ

け
ば
、あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
交
流
で
、

メ
ン
バ
ー
同
士
の
距
離
も
ぐ
っ
と
縮
ま
っ
た
気
が
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
横
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
力
を
合
わ
せ
て
種
子
島
を

も
っ
と
も
っ
と
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
！

地域おこし協力隊通信（№ 103）　
種子島の地域おこし協力隊で交流会を実施しました！　大山　愛

現在、種子島では10人の協力隊が活動していま

す。この日集まったのは７人。次回は全員集ま

れたらいいですね。

⬇

第
71
回
全
日
本
中
学
校

通
信
陸
上
競
技
大
会
鹿
児
島
大
会

６
月
28
日
～
29
日　

白
波
ス
タ
ジ
ア
ム

▽
男
子
共
通
１
５
０
０
ｍ

　

７
位　

濵
脇　

遼
真
（AC373NS

）

▽
女
子
共
通
１
０
０
ｍ
Ｈ

　

３
位　

山
上　

結
衣
香
（AC373NS

）

第
76
回
鹿
児
島
県
中
学
校

総
合
体
育
大
会
陸
上
競
技
大
会

７
月
19
日
～
20
日　

白
波
ス
タ
ジ
ア
ム

▽
男
子
２
年　

１
５
０
０
ｍ

　

３
位　

濵
脇　

遼
真
（AC373NS

）

▽
女
子
１
年　

８
０
０
ｍ

　

２
位　

進
藤　

妃
弥
呼
（AS373NS

）

　

５
位　

赤
坂　

心
菜
（AC373NS

）

※
進
藤
さ
ん
は
８
月
８
日
か
ら
鹿
児
島
県
で

開
催
さ
れ
る
九
州
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

▽
女
子
２
年
８
０
０
ｍ

　

８
位　

進
藤　

夏
々
茶
（AC373NS

）

▽
女
子
低
学
年
80
ｍ
Ｈ

　

３
位　

山
上　

結
衣
香
（AC373NS

）

▽
女
子
共
通
１
０
０
ｍ
Ｈ

　

３
位　

山
上　

結
衣
香
（AC373NS

）

▽
女
子
総
合

　

６
位　

AC373NS

鹿
児
島
県
中
学
校

　

総
合
体
育
大
会
柔
道
競
技
大
会

７
月
22
日
～
23
日　

西
原
商
会
ア
リ
ー
ナ

■
個
人
戦

▽
男
子
60
㎏
級

２
位　

牧
瀬　

藤
丸
（
中
種
子
中
３
年
）

▽
女
子
57
㎏
級

２
位　

中
﨑　

虹
心
（
中
種
子
中
２
年
）

※
８
月
７
日
か
ら
佐
賀
県
で
開
催
さ
れ
る
九
州

大
会
へ
、
牧
瀬
さ
ん
・
中
﨑
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ

出
場
し
ま
す
。

　スポーツ大会の結果　　スポーツ大会の結果　

性別 頭数 月平均 前回平均 前回対比 前年同期対比

中種子
めす牛 85 488,271 494,533 △ 6,263 134,673
去　勢 112 613,214 603,431 9,783 134,425

計 197 559,305 552,385 6,919 134,703

市場

全体

めす牛 219 502,785 495,459 7,326 142,752
去　勢 271 608,528 618,152 △ 9,624 132,203

計 490 561,267 557,328 3,940 140,244
※単位：円（税抜き価格、速報値）

種
子
島
子
牛
せ
り
市

７
月
23
日

　
　

種
子
島
家
畜
市
場

活 動 の 様 子 や 町 の 情 報 を

Instagram に掲載しておりますの

で、ぜひご覧ください！



7　広報なかたね 2025.9 月号

　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ

消防車の公売について
◎お問い合わせ先　総務課消防交通係☎㉗ 1111 内線 229

　

町
で
は
、
左
記
物
件
に
つ
い
て
公
売
を
行

い
ま
す
。

【
入
札
参
加
資
格
】

※
町
内
に
居
住
ま
た
は
事
務
所
を
有
し
、
町

税
、
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
無
い
個
人

ま
た
は
法
人
・
団
体
と
し
、
総
務
課
消
防
交

通
係
に
納
税
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
公

売
参
加
の
条
件
と
し
ま
す
。

締 

切 

日
：
令
和
７
年
９
月
19
日
（
金
）

連 

絡 

先
：
総
務
課
消
防
交
通
係　

物
件
確
認
期
間
：
９
月
８
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　
　

９
月
12
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

物
件
展
示
場
所
：
中
種
子
町
消
防
団　

　
　
　
　
　
　
　

岩
岡
分
団　

詰
所

物
件
名
：
消
防
自
動
車
（
軽
ト
ラ
ッ
ク
）

　

希
望
者
は
締
切
日
ま
で
に
記
載
し
て
い
る

連
絡
先
へ
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

初度検査年月 平成９年

用 途 特種

車 体 の 形 状 消防車

型 式 ＶーＵ４２Ｔ

乗 車 定 員 ２人

総 排 気 量 0.65 Ｌ

燃 料 の 種 類 ガソリン
一 時 抹 消

登 録 日
令和７年３月

走 行 距 離 4,316 ㎞

最低売却価格 20,000 円（税抜）

人権ってなんだろう　第 45 回「刑期を終えて出所した人の人権について」

◎お問い合わせ先　社会教育課社会教育係☎㉗ 1111 内線 262

　

刑
期
を
終
え
て
出
所
し
た
人
々

や
そ
の
家
族
に
対
す
る
偏
見
に
は

根
強
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
過
去

に
罪
を
犯
し
た
と
い
う
事
実
だ
け

で
な
く
、
犯
罪
の
前
歴
が
あ
る
こ

と
に
対
し
て
の
誤
っ
た
思
い
込
み

や
悪
意
の
あ
る
噂
の
流
布
な
ど
に

よ
っ
て
生
ま
れ
る
偏
見
や
差
別

は
、
就
職
や
結
婚
な
ど
社
会
生
活

の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
お
い
て
、

社
会
復
帰
や
社
会
参
加
の
大
き
な

障
害
に
な
っ
て
い
ま
す
。
罪
を
犯

し
た
人
が
罪
を
償
い
、
社
会
の
一

員
と
し
て
円
滑
な
生
活
を
営
も
う

と
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
誤
っ

た
認
識
や
偏
見
が
更
正
を
妨
げ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
多
発
す
る
凶
悪
な
事
件

な
ど
に
よ
り
、
犯
罪
者
や
犯
罪
前

歴
者
に
対
す
る
厳
し
い
見
方
が
あ

る
こ
と
は
禁
じ
え
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
刑
期
を
終
え
て
円
滑

に
社
会
復
帰
を
な
す
た
め
に
は
、

本
人
の
強
い
更
正
意
欲
と
と
も

に
、
家
族
を
は
じ
め
、
地
域
や
職

場
な
ど
周
囲
の
人
々
の
理
解
や
協

力
が
不
可
欠
で
す
。
偏
見
や
差
別

意
識
を
解
消
し
、
社
会
復
帰
へ
の

支
援
が
必
要
で
す
。

○
水
道
メ
ー
タ
ー
を
除
く
「
給
水
装

置
」
は
建
物
所
有
者
等
の
財
産
で
す

が
、
公
道
内
の
給
水
装
置
の
漏
水
修

繕
に
つ
い
て
は
水
道
課
で
行
い
ま
す
。

○
私
有
地
内
の
給
水
装
置
の
修
繕
に

つ
い
て
は
、
お
客
さ
ま
の
負
担
と
な

り
ま
す
の
で
、
直
接
、
水
道
課
指
定

工
事
事
業
者
に
ご
依
頼
く
だ
さ
い
。

○
給
水
装
置
の
管
理
区
分
に
つ
い
て

は
左
記
の
図
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。

※
給
水
装
置
と
は
・
・
・

　

道
路
の
下
に
布
設
し
て
あ
る
「
配

水
管
」
の
取
り
出
し
口
か
ら
ご
家
庭

の
蛇
口
ま
で
を
「
給
水
装
置
」
と
い

い
ま
す
。

水道管の維持管理について
◎お問い合わせ先　水道課庶務係☎㉗ 1111 内線 270

※給水装置は土地・建物所有者の財産です

ので所有者が維持管理を行います。
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中種子町うみがめ奨学金制度について
◎お問い合わせ先　総務課行政係☎㉗ 1111 内線 211

◆
奨
学
制
度
の
概
要
に
つ
い
て

【
創
設
の
趣
旨
】

　

人
口
減
少
に
起
因
す
る
地
域
経
済
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衰
退
が
進
む
中
で
、
中
種
子
の

将
来
を
担
う
子
ど
も
の「
学
び
の
機
会
・
選
択
肢
」

を
確
保
し
、
子
育
て
世
帯
を
経
済
的
に
支
え
る

と
と
も
に
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
向
け

た
人
材
を
支
援
す
る
た
め
、「
う
み
が
め
奨
学
金

制
度
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

～
う
み
が
め
奨
学
金
～

　

自
然
に
恵
ま
れ
、
周
囲
を
海
に
囲
ま
れ
て
い

る
種
子
島
は
、
東
海
岸
は
太
平
洋
に
、
西
海
岸

は
東
シ
ナ
海
に
面
し
た
多
く
の
砂
浜
海
岸
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
種
子
島
の
中
央
部
に
位
置
す
る

中
種
子
町
に
は
、全
長
12
ｋ
ｍ
以
上
に
な
る
「
長

浜
海
岸
」
が
あ
り
、
ウ
ミ
ガ
メ
産
卵
地
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ウ
ミ
ガ
メ
は
孵
化
し
た
後
、

何
年
間
も
広
大
な
海
を
回
遊
し
、
そ
し
て
自
分

の
生
ま
れ
た
故
郷
に
戻
り
産
卵
し
ま
す
。
次
代

を
担
う
若
者
が
、
中
種
子
か
ら
羽
ば
た
き
、
知

識
を
高
め
、
社
会
で
の
経
験
を
積
ん
だ
後
、
ふ

る
さ
と
中
種
子
町
の
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
の
担
い
手
と
し
て
、
地
域
で
活
躍
す
る
こ
と

を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

【
奨
学
ロ
ー
ン
制
度
に
つ
い
て
】

　

町
と
「
う
み
が
め
奨
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
連
携

協
定
（
令
和
６
年
７
月
17
日
締
結
）
を
結
ん
だ

鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫
が
、
通
常
よ
り
金
利
を

優
遇
し
た
「
う
み
が
め
奨
学
ロ
ー
ン
」
を
、
生

活
資
金
部
分
を
支
援
す
る
も
の
と
し
て
奨
学
生

の
保
護
者
等
に
貸
与
す
る
も
の
で
す
。

《
奨
学
資
金
月
額
》

・
大
学
生
、
大
学
院
生
、
専
門
学
校
生
等
・
・
５
万
円

※
在
学
期
間
中
は
利
息
の
み
の
支
払
い
、
卒
業

後
は
証
書
貸
付
型
ロ
ー
ン
（
返
済
期
間
10
年
）

に
借
り
換
え
て
元
利
金
を
返
済
す
る
仕
組
み
と

な
り
ま
す
。
町
は
、
奨
学
ロ
ー
ン
等
の
返
済
額

を
助
成
す
る
「
中
種
子
町
奨
学
金
助
成
制
度
」

と
し
て
基
金
を
創
設
し
、在
学
期
間
中
は
Ｕ
タ
ー

ン
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
年
度
内
に
支
払
っ
た
利

息
額
を
補
填
し
、
卒
業
後
、
も
し
く
は
10
年
以

内
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
、島
内
に
就
職
等
し
た
方
（
町

内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
）
に
つ
い
て
は
、
元

利
金
の
毎
年
度
返
済
実
績
に
よ
り
補
填
を
し
ま

す
。
10
年
以
内
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
方
に
つ
い
て

は
、
翌
年
度
か
ら
10
年
間
で
補
填
し
ま
す
。

【
奨
学
ロ
ー
ン
の
申
込
に
つ
い
て
】

①
利
用
申
請
・
登
録

※
「
合
格
通
知
書
」
ま
た
は
「
在
学
証
明
書
」

の
い
ず
れ
か
の
原
本
を
、
教
育
委
員
会
教
育
総

務
課
に
持
参
の
う
え
、
奨
学
生
登
録
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
登
録
は
奨
学
ロ
ー

ン
を
利
用
し
な
い
方
で
も
登
録
可
能
で
す
。
ま

た
、
中
種
子
町
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
登
録
を
お
願
い
し

ま
す
。

②
提
携
先
金
融
機
関
で
の
手
続
き

※
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
で
手
続
き
を
終
え

た
方
は
、
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
が
発
行
す

る
「
受
付
確
認
証
」
を
添
え
て
、
鹿
児
島
相
互

信
用
金
庫
中
種
子
支
店
窓
口
で
お
願
い
し
ま
す
。
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【
８
貢
の
続
き
】

【
奨
学
交
流
事
業
に
つ
い
て
】

　

地
域
が
一
体
（
産
官
学
金
連
携
）
と
な
っ
て
子
ど
も

た
ち
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
地
域
と
奨
学
生
の
つ
な

が
り
を
持
ち
続
け
る
交
流
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
賛
同

す
る
事
業
所
の
情
報
や
町
の
情
報
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
提

供
し
て
い
き
ま
す
。

～
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
～

◯
町
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
・
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
）

　

へ
の
登
録

◯
長
期
休
業
期
間
中
を
利
用
し
た
町
内
事
業
所
で
の
イ

　

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

◯
町
内
外
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
運
営
等
協
力

◯
各
出
郷
者
会
（
中
種
子
会
）
総
会
へ
の
参
加
・
運
営

　

協
力

◯
町
内
協
力
事
業
所
が
実
施
す
る
島
外
イ
ベ
ン
ト
へ
の

　

協
力

【
賛
同
す
る
事
業
者
の
募
集
を
行
い
ま
す
】

　

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
若
者
支
援
の
実
現
を
図
る
た

め
、「
う
み
が
め
奨
学
金
制
度
」
に
賛
同
し
て
い
た
だ

け
る
応
援
事
業
所
を
募
集
し
ま
す
。
賛
同
い
た
だ
い
た

事
業
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
奨
学
生
に
対
し
て
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
通
じ
て
賛
同
事
業
所
の
情
報
や
町
の
情
報
を
提
供

し
て
い
き
ま
す
。

～
応
援
事
業
所
登
録
に
つ
い
て
～

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
町
Ｈ
Ｐ
の
う
み
が
め
奨
学
金
制
度

特
設
ペ
ー
ジ
に
移
動
し
ま
す
の
で
、
ペ
ー
ジ
内
に
あ
る

「
事
業
者
カ
ー
ド
」
に
必
要
事
項
を
記
載
の
上
、
役
場
総

務
課
に
提
出
く
だ
さ
い
。
な
お
、
必
ず
事
業
所
に
関
係

す
る
写
真
を
２
～
３
枚
あ
わ
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

～
奨
学
寄
附
事
業
に
つ
い
て
～

※
こ
の
事
業
は
地
域
の
事
業
所
と
一
体
と
な
っ
て
若
者

を
支
援
す
る
取
り
組
み
と
位
置
づ
け
て
い
る
も
の
で

す
。
そ
し
て
、
持
続
性
向
上
の
た
め
「
う
み
が
め
奨
学

金
制
度
」
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
事
業
所
の
皆
さ
ま
か

ら
の
寄
附
金
や
ふ
る
さ
と
納
税
を
募
集
し
て
お
り
ま

す
。
寄
附
金
に
つ
い
て
は
、
在
学
中
の
ロ
ー
ン
の
利
息

返
済
お
よ
び
卒
業
後
に
島
内
の
事
業
所
に
就
職
し
た
方

へ
の
元
利
金
返
済
実
績
に
よ
り
補
填
す
る
た
め
の
原
資

と
す
る
も
の
で
す
。

◯
お
問
い
合
わ
せ
先

・
奨
学
生
登
録
お
よ
び
申
込

　

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
（
内
線
２
５
６
）

・
奨
学
交
流
事
業
お
よ
び
寄
付
金

　

総
務
課
行
政
係
（
内
線
２
１
１
）

・
ロ
ー
ン
申
込
先

　

鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫
中
種
子
支
店

　

☎
㉗
１
１
４
１

うみがめ奨学金制度

    特設ページ
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道
路
に
張
り
出
し
た
木
や
竹

は
、
自
動
車
や
歩
行
者
の
通
行

に
支
障
と
な
り
ま
す
。
台
風
や

大
雨
で
木
や
竹
が
倒
れ
て
、
道

路
が
通
行
止
め
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
木
や
竹
の
適

切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
緊
急
の
場
合
は
道
路

管
理
者
が
通
行
の
支
障
と
な
っ

て
い
る
木
や
竹
を
了
解
な
く
伐

採
、
撤
去
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

な
お
、
木
や
竹
の
倒
木
な
ど

に
よ
り
自
動
車
や
歩
行
者
に
損

害
が
発
生
し
た
場
合
、
被
害
者

か
ら
木
や
竹
の
所
有
者
が
管
理

責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

民
法
第
７
１
７
条

　

土
地
の
工
作
物
等
の
占
有
者

お
よ
び
所
有
者
の
責
任

道
路
法
第
43
条

　

道
路
に
関
す
る
禁
止
行
為

【
支
障
と
な
る
範
囲
】

　

道
路
を
安
全
に
通
行
す
る
た

め
、
一
定
の
幅
、
一
定
の
高
さ

の
範
囲
内
に
通
行
の
障
害
と
な

る
も
の
を
設
け
て
は
な
ら
な
い

区
域
と
し
て
建
築
限
界
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
建
築
限

界
に
張
り
出
し
た
木
や
竹
な
ど

の
伐
採
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
支
障
と
な
る
例
】

・
道
路
に
木
や
竹
が
張
り
出
し

て
お
り
、
通
行
に
支
障
が
あ
る

ま
た
は
、
そ
の
恐
れ
が
あ
る
。

・
倒
木
や
枝
・
幹
の
落
下
の
恐

れ
が
あ
る
。

・
道
路
に
雑
草
が
伸
び
て
お
り
、

通
行
に
支
障
が
あ
る
。
見
通
し

が
悪
い
。

道路に張り出した木や竹の伐採をお願いします 
◎お問い合わせ先　建設課管理係☎㉗ 1111 内線 245

令和７年度　コミュニティ助成事業で竹之川自治公民館が備品整備
◎お問い合わせ先　企画課企画調整係☎㉗ 1111 内線 259

宝
く
じ
の
収
益
金
で
運
営
さ
れ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」

を
活
用
し
て
、
左
記
の
集
落
が
備
品
を
購
入
し
ま
し
た
。
集
落
内

の
活
性
化
を
目
的
と
し
、
諸
行
事
の
実
施
な
ど
に
有
効
活
用
さ
れ

ま
す
。

【
竹
之
川
自
治
公
民
館
】（
助
成
総
額
１
３
０
万
）　

高
枝
プ
ル
ー
ナ
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
、
エ
ア
コ
ン
、
折
り
た
た
み
椅
子
、

会
議
用
テ
ー
ブ
ル
、
テ
ン
ト

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
は

　

宝
く
じ
の
収
益
金
を
活
用
し
た
助
成
事
業
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

組
織
を
運
営
す
る
、
集
落
や
校
区
お
よ
び
各
ク
ラ
ブ
組
織
が
申
請
可

能
で
す
。

　

令
和
８
年
度
分
の
申
請
募
集
に
つ
い
て
は
、
８
月
頃
に
集
落
長

な
ら
び
に
校
区
長
へ
案
内
し
ま
す
。
ぜ
ひ
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
で

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

※
助
成
内
容
・
金
額
な
ど
助
成
事
業
自
体
が
中
止
・
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
申
請
後
、
採
択
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

《
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
》

○
対
象

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
直
接
必
要
な
備
品
（
建
築
・
修
繕
は
除
く
）

な
ど
。

○
助
成
金

　

１
０
０
万
円
～
２
５
０
万
円
（
税
込
）



11　広報なかたね 2025.9 月号

　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ

町税 期別 納付期限

国民健康保険税 ３期 ９月 30 日（火）

町税の納付期限について
◎お問い合わせ先　税務課管理収納係☎㉗ 1111 内線 236

　

９
月
は
下
表
の
町
税
の
納
付

期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

納
付
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促

手
数
料
の
ほ
か
、
延
滞
金
も

発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
期
限
内
の
納
付
を
お
願
い

し
ま
す
。
す
で
に
納
付
期
限
を

過
ぎ
た
分
に
つ
い
て
も
、
お
早

め
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

滞
納
が
続
く
と
差
押
を
行

い
ま
す

　

税
金
を
滞
納
し
て
い
る
方

に
、
督
促
状
お
よ
び
催
告
書
に

て
納
付
の
お
知
ら
せ
を
し
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
で
も
納
付
さ
れ

な
い
場
合
、財
産
調
査
を
行
い
、

差
押
を
執
行
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

差
押
が
で
き
る
財
産
に
は
、

不
動
産
や
給
与
、
預
貯
金
や
生

命
保
険
な
ど
が
あ
り
、
会
社
の

場
合
は
売
掛
金
な
ど
が
含
ま
れ

ま
す
。
ま
た
、所
得
税
（
国
税
）

の
還
付
金
が
発
生
し
た
際
も
差

押
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

差
押
は
、
国
税
徴
収
法
第
47

条
に
基
づ
く
処
分
で
す
。
自
主

納
付
を
忘
れ
ず
に
お
願
い
し
ま

す
。

収納率 差押件数 充当金額

98.08％ 54 件 4,015,872 円

■令和６年度収納率および差押実績

９月 20 日～ 26 日は動物愛護週間です
◎お問い合わせ先　西之表保健所☎㉒ 0032

　
「
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法

律
」
で
は
、
毎
年
９
月
20
日
か
ら
26
日
を

動
物
愛
護
週
間
と
定
め
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
広
く
国
民
の
間
に
動
物
の
愛
護
と
適

正
な
飼
養
に
つ
い
て
理
解
や
関
心
を
深

め
る
よ
う
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の

機
会
に
飼
っ
て
い
る
動
物
や
身
近
な
動

物
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
動
物
は
愛
情
と
責
任
を
も
っ
て
、
最
後

ま
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

②
犬
を
飼
っ
た
ら
、
必
ず
生
涯
１
回
の
登

録
と
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

③
犬
の
放
し
飼
い
や
放
し
た
ま
ま
で
の
散

歩
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
犬
が
苦
手
な

人
も
い
ま
す
の
で
、
周
り
に
迷
惑
を
掛
け

な
い
飼
い
方
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

④
犬
や
猫
が
増
え
て
し
ま
う
前
に
不
妊
・

去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
犬
や
猫
な
ど
の
愛
護
動
物
を
捨
て
る

行
為
は
犯
罪
で
あ
り
、
１
年
以
下
の
懲
役

ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
が
科

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
し
て

も
飼
い
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

た
場
合
は
、
新
し
い
飼
い
主
を
見
つ
け
ま

し
ょ
う
。

⑥
飼
っ
て
い
る
犬
や
猫
に
は
マ
イ
ク
ロ

チ
ッ
プ
や
迷
子
札
を
つ
け
て
飼
い
主
が

わ
か
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
令
和
７
年
度
鹿
児
島
県
介
護
の
入
門
的

研
修
（
熊
毛
地
域
）
の
受
講
者
募
集

　

介
護
未
経
験
者
で
、
福
祉
・
介
護
の
職
場

に
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
、
介
護
に
興
味
・

関
心
が
あ
り
、
勉
強
し
た
い
と
思
う
方
が
対

象
の
研
修
で
す
。

　

全
て
の
講
座
を
修
了
す
る
と
、
実
務
者
研

修
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修
お
よ
び
生
活
援

助
従
事
者
研
修
課
程
の
一
部
を
免
除
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

受
講
料　

無
料

日
時　

10
月
３
日
（
金
）
～
５
日
（
日
）

　
　
　

午
前
８
時
45
分
～
午
後
５
時

場
所　

西
之
表
市
民
会
館

申
込
締
切　

９
月
19
日
（
金
）

※
定
員
20
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法　

(1) 

申
込
書
（
左
の
募
集
案
内
Ｈ

Ｐ
に
て
入
手
）
を
記
入
の
上
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
い
ず
れ
か
の
方
法
で
送
付
す

る
。
(2) 

グ
ー
グ
ル
フ
ォ
ー
ム
に
入
力
し
て
申

し
込
む
。

◯
申
込
・
お
問
合
せ
先

〒
８
９
０-

８
５
１
７　

鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
１-

７

鹿
児
島
県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

電
話
：
０
９
９
（
２
５
８
）
７
８
８
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
９
９
（
２
５
０
）
９
３
６
３

Ｅ
メ
ー
ル
：jinzai12@kaken-shakyo.jp

募集案内
ＨＰ　

グーグル
フォーム
申込用　
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図書だより
78 冊（一般書 38 冊、児童書 40 冊）の新刊が入りました !!

ピック

アップ

書名
トットのピク

チャーブック
わたしの知る花

放課後ミステリ

クラブ　６

著者 黒柳　徹子 町田　そのこ 知念　実希人

出版社 実業之日本社 中央公論新社 ライツ社

■一般書
書名 著者 出版社

故郷への置き土産 稲盛　和夫伝 南日本新聞社

カフネ　Cafune' 阿部　暁子 講談社

■児童書
書名 著者 出版社

まてないの
　ヨシタケ　

シンスケ
ブロンズ新社

　僕の推しキャラたち

の名言・名ゼリフ
齋藤　孝 合同出版

中央公民館図書室ホームページ
http://www.nakatane-library.jp

　
　食生活改善推進員コーナー 　～暑さに負けないようにバランスのとれた食生活を～

最近の頻繁に発生する地震や、まだまだ台風
到来が予測されるこの時期、電気や水道、ガス
などが止まることで、自由に食事を摂ることが
できなくなる可能性があります。残暑厳しい時
期のため、しっかりと食事は摂って健康や体力
は維持していかなければなりません。
　今回は、備蓄すべき物品と災害時に各家庭で
もできるポリ袋クッキングについて紹介します。
●備蓄しておくと良いもの
○最低３日分 (できれば１週間分）の食料と水、
肉・魚・野菜などの缶詰、災害備蓄用パン、アル
ファ化米、レトルト食品、乾物、飴、チョコレー
ト、野菜ジュース、LL牛乳、乳幼児がいる家庭
は粉ミルク、持病がある場合は常備薬 など
○炊き出しに使用できるもの
カセットコンロ･ガスボンベ、七輪(バーベキュー
コンロ）、キッチン用ハサミ、紙コップ、紙皿、
割り箸、加熱可能ポリ袋 (半透明・厚み 0.01mm以
上・耐熱温度 120℃以上がオススメ）
●ポリ袋クッキング※１袋の目安は１～２人分です。
○ごはん・おかゆ
〈材料〉
ごはん：無洗米　1/2カップ (75g)
水　1/2カップ (100ml)
全がゆ：無洗米　1/4カップ (40g)
水　１カップ (200ml)
〈作り方〉
①ポリ袋に材料を全て入れ、ポリ袋の空気をしっ
かり抜きながら口を結び、30分吸水させる。
②鍋に湯を沸かし、沸騰したら①を入れ、30分

加熱する。
③火を止めて 15～ 20分蒸らす。
※水は、トマトジュースや野菜ジュースにする
ことで、ケチャップライス風になります。
※焼き鳥缶、ツナ缶と醤油などを加えると、炊
き込みごはんになります。
○焼きそば
〈材料〉
焼きそば（蒸し麺）・付属ソース　１人前　
カット野菜　1/2袋　　ベーコン　２枚
〈作り方〉
①ポリ袋に材料を全て入れ、ベーコンは袋の上
から手でちぎり、麺はほぐすようにソースとな
じませる。
②沸騰した鍋の中に入れ、20分加熱する。
○野菜ジュースカレー
〈材料〉
野菜ジュース缶　160m ℓ（水の場合は 120㎖）　　
魚肉ソーセージやツナ 30ｇ　玉ねぎ 50ｇ　
じゃがいも 50ｇ　にんじん 20ｇ　
カレールウ 20ｇ程度
〈作り方〉
①玉ねぎ・じゃがいも・にんじんは、煮えやすい
ように薄く切る。ルウは刻んでおく。
②袋に、①と野菜ジュースを入れ、よく混ぜる。
③袋の空気をしっかり抜いて、口をしっかり結
び、沸騰した鍋に入れ 15分加熱する。
④一度袋を取り出してよく混ぜ、さらに 15分加
熱する。
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背
表
紙
に
呼
ば
れ
た
気
が
し
手
に
取
れ
ば
本
棚
の
前

で
昼
餉
に
な
り
て　
　
　
　

上
方　

古
市　

シ
ゲ
子

枯
れ
果
て
て
諦
め
お
れ
ば
生
き
返
る
ガ
ー
ベ
ラ
強
し

希
望
を
く
る
る　
　
　
　
　

上
方　

鎌
田　

と
く
子

階
段
に
ず
ら
り
と
並
ぶ
小
さ
な
靴
梅
雨
の
晴
れ
間
の

洗
濯
日
和　
　
　
　
　
　
　
　

上
方　

古
市　

克
人

明
日
換
え
る
壊
れ
た
ス
マ
ホ
抱
い
て
寝
る
感
謝
の
心

指
先
に
込
め　
　
　
　
　
　

西
之
山　

仲
座　

健
次

心
の
ま
ま
言
葉
を
短
歌
に
綴
り
た
い
日
記
の
ご
と
く

に
紡
ぐ
言
葉
を　
　
　
　
　
　

旭
町　

村
尾　

祥
子

ゲ
ッ
百む

か
で足
悲
鳴
だ
悲
鳴
だ
さ
わ
ぐ
間
に
見
失
っ
た
ぞ

恐
怖
残
し
て　
　
　
　
　
　
　

旭
町　

白
木　

民
子

ア
マ
リ
リ
ス
女
洲
の
里
に
咲
き
見
せ
し
先
輩
偲
び
歌

詠
み
に
け
り　
　
　
　
　
　
　

横
町　

鈴　

不
器
良

島
中
に
今
年
も
咲
い
た
特
攻
花
散
り
逝
け
ば
夏
尊
き

平
和
の　
　
　
　
　
　
　
　

満
足
山　

三
澤　

祐
子

手
の
動
き
敏
感
に
捉
え
演
技
す
る
イ
ル
カ
と
人
は
心

通
じ
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨　

馬
場　

鉄
丸

五
メ
ー
ト
ル
の
綱
に
繋
が
れ
走
る
犬
散
歩
す
る
犬
見

か
け
て
は
吠
ゆ　
　
　
　
　
　

屋
久
島　

備　

洋
子

絶
え
間
な
く
灰
を
見
せ
お
り
桜
島
内
な
る
マ
グ
マ
生

き
ろ
と
燃
え
て　
　
　
　

伏
之
前　

中
嶋　

喜
代
子

『
つ
ま
べ
に　

詠
草
』

『
黄
水
仙
』

涼
風
を
運
ん
で
子
等
の
け
ん
け
ん
ぱ　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
村　

秀

よ
く
笑
う
島
の
仲
間
や
日
輪
草　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

伏
之
前　

茉
莉
花

余
生
な
ど
見
え
た
ら
い
い
ね
サ
ン
グ
ラ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
方　

篤
子

わ
れ
先
に
泣
く
や
騒
ぐ
や
夏な

ご

し

ぜ

く

越
節
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

満
足
山　

一
穂

向
日
葵
や
動
け
ぬ
体
を
癒
す
窓　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
牟
礼　

光
子

故
郷
で
逝
き
島
で
も
逝
き
て
炎
暑
か
な　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
方　

昇
竜

ひ
ま
わ
り
や
何
年
ぶ
り
か
の
絵
筆
と
り　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

美
座　

香
澄

飛
ぶ
虫
を
じ
っ
と
待
つ
蜘く

も蛛
五
分
の
魂　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島　

瓢
作

遠
き
日
や
向
日
葵
咲
き
て
母
あ
り
て　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
津
市　

郁
子

豊
作
の
垂
る
る
稲
穂
や
鎌
を
研
ぐ　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
田　

語
郎

夏
帽
子
父
母
の
ゲ
ー
ト
を
懐
か
し
む　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

横
町　

山
小
田
雅
子

後
ろ
手
で
廻
る
農
夫
の
夏
帽
子　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

伏
之
前　

岩
崎
カ
ネ
子

戦
後
80
年
①

令
和
７
年
は
、
戦
後
80
年

の
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。

昭
和
16
年
。
日
本
軍
に
よ
る

ア
メ
リ
カ
の
真
珠
湾
攻
撃
を

機
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
の

太
平
洋
戦
争
に
突
入
し
ま
し

た
。
日
本
軍
は
国
家
総
動
員

法
に
よ
っ
て
、
若
者
を
戦
場

へ
と
駆
り
立
て
ま
し
た
。

　

種
子
島
か
ら
も
多
く
の
青

年
が
兵
士
と
し
て
戦
地
へ
向

け
出
兵
し
ま
し
た
。

　

当
初
、
優
勢
と
伝
え
ら
れ

て
い
た
戦
況
も
、
時
間
の
経

過
と
と
も
に
状
況
が
悪
化
し
、

各
方
面
の
部
隊
が
撤
退
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
第
に
、
沖
縄
方
面
で
の

激
戦
が
伝
え
ら
れ
る
と
、
日

本
本
国
が
Ｂ
29
な
ど
の
爆
撃

機
の
空
爆
に
あ
い
、
焦
土
と

化
し
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
国
は
沖
縄

に
次
い
で
、
薩
南
諸
島
で
も

米
軍
が
上
陸
し
、
戦
場
と
化

す
る
こ
と
を
予
測
し
、
爆
撃

機
が
日
本
上
空
を
飛
行
す
る

中
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
将

来
を
担
う
少
年
少
女
を
守
る

た
め
、
集
団
で
の
疎
開
を
決

定
し
ま
し
た
。
戦
況
が
悪
化

し
た
昭
和
20
年
の
初
め
で
す
。

　

国
は
、
熊
毛
地
区
の
疎
開

先
の
割
り
当
て
を
行
い
、
中

種
子
町
は
薩
摩
郡
内
の
国
民

学
校
に
疎
開
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

中
種
子
町
は
、
町
内
の
国

民
学
校
（
小
学
校
）
ご
と
に

疎
開
先
を
決
め
、
昭
和
20
年

４
月
か
ら
順
次
疎
開
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

星
原
小
学
校
は
鶴
田
小
学

校
へ
児
童
１
６
５
名
、
納
官

小
学
校
は
神
子
小
学
校
と
紫

尾
小
学
校
へ
計
１
０
４
名
、

増
田
小
学
校
は
永
野
小
学
校

へ
３
４
８
名
、
野
間
小
学
校

は
盈(

え
い)

進(

し
ん)

小
学
校
ほ
か
３
校
に
計
７
４

８
名
、
油
久
小
学
校
は
、
求

名(

ぐ
み
ょ
う)

小
学
校
に

１
５
１
名
、
南
界
小
学
校
は

佐
志
小
学
校
に
３
３
１
名
、

岩
岡
小
学
校
は
柏
原
小
学
校

に
１
０
６
名
が
疎
開
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
学
校
の
先
生
方

や
保
護
婦
の
方
々
が
付
き
添

い
、
総
勢
１
９
５
３
名
の
町

民
が
戦
火
を
免
れ
る
た
め
、

海
を
渡
っ
て
薩
摩
郡
薩
摩
町

に
向
か
い
ま
し
た
。

　

ま
だ
10
歳
前
後
の
小
学
生

が
親
元
か
ら
引
き
離
さ
れ
、

不
安
を
抱
え
る
中
で
の
集
団

疎
開
は
、
悲
し
く
辛
い
環
境

だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

町
文
化
財
保
護
審
議
委
員

　
　
　
　
　
　
　

濵
脇
時
則

資
料
館
だ
よ
り
（
５
４
５
号
）
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診療時間 診療科 月 火 水 木 金

午後２時～５時

【受付時間】

午前８時 30 分

～午後４時

小児科 鹿児島大学
派遣医師

内科

藤田 藤田 藤田 藤田 藤田

荒井 荒井 荒井 荒井 荒井

三宅
　   眼科
　耳鼻咽喉科
　消化器内科

鹿児島大学眼科
（１日・２日）
（８日・９日）

鹿児島大学
耳鼻咽喉科

毎週 消化器内科
カメラ検査整形外科

リウマチ科
精神科

物忘れ
ストレスケア外来

（17 日）

リウマチ科
（４日・18 日）

※７日は当番医
※金曜日の鹿児島大学派遣医師による小児科受診を希望される方は電話でお問い合わせをお願いします。
※夜間、休日は外来対応しておりません。休日は当番医の受診をお願いします。

■公立種子島病院の診療情報　火曜日の整形外科を受診される方は、必ず事前に電話で問い合わせをお願いします。

診療時間 診療科 月 火 水 木 金

午前９時～正午

【受付時間】

午前７時 30 分
～午前 11 時

小児科 鹿児島大学
派遣医師

内科

藤田 藤田 藤田 藤田 藤田

荒井 荒井 荒井 荒井

三宅
　　 眼科
　耳鼻咽喉科
　消化器内科

鹿児島大学眼科
（１日・２日）
（８日・９日）

鹿児島大学
耳鼻咽喉科

毎週 消化器内科
カメラ検査整形外科

リウマチ科
精神科

整形医師
毎週

物忘れ
ストレスケア外来

（17 日）

リウマチ科
（４日・18 日）

午前の部

午後の部

透
析
が
必
要
に
な
っ
た
ら

　

透
析
治
療
を
こ
れ
ま
で
の
日
常
生

活
に
加
え
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
透
析
治
療
に
は
主
に
腹
膜
透
析

と
血
液
透
析
と
二
つ
の
方
法
が
あ
り

ま
す
。

　

腹
膜
透
析
は
自
宅
、
職
場
で
行
う

こ
と
が
で
き
、
一
般
的
に
毎
日
数
回
、

ご
本
人
ま
た
は
、
補
助
の
人
と
共
に

行
い
ま
す
。
血
液
透
析
は
一
般
的
に

１
週
間
に
３
日
病
院
に
通
っ
て
頂
き

行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
透
析
治
療

で
方
法
を
選
べ
る
場
合
で
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
血
液
透
析
治
療
を
選
択
し

て
い
る
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。

　

透
析
治
療
と
は
病
気
な
ど
に
よ
り

ご
自
身
の
腎
臓
の
働
き
が
悪
く
な
っ

て
き
た
分
を
補
う
も
の
で
す
。
し
か

し
、
残
念
な
が
ら
こ
の
治
療
で
も
本

物
の
腎
臓
に
は
敵
わ
ず
、
不
足
し
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

透
析
治
療
を
う
け
な
が
ら
不
足
分
を

ご
自
身
で
も
日
常
生
活
を
工
夫
し
て

補
っ
て
頂
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

腎
臓
は
主
に
体
内
で
不
要
に
な
っ

た
も
の
と
身
体
に
と
っ
て
過
剰
な
水

分
を
尿
と
し
て
体
外
に
捨
て
て
い
ま

す
。
腎
臓
が
悪
く
な
る
と
こ
の
働
き

が
不
十
分
と
な
り
体
内
で
不
要
物
、

不
要
な
水
の
蓄
積
が
生
じ
て
身
体
に

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
起
こ
し
健
康
を

害
す
た
め
、
透
析
治
療
で
こ
れ
ら
不

要
物
、
過
剰
な
水
分
を
体
外
へ
除
去

し
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
除
去
で
も

完
全
で
は
な
い
た
め
不
要
物
の
発
生

量
と
過
剰
に
な
る
水
分
を
減
ら
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
食
事
の

内
容
、
お
茶
な
ど
の
水
分
の
摂
り
方

を
病
院
の
指
導
に
従
っ
て
工
夫
し
て

頂
く
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
病
状
に
合
わ
せ
て
お
薬
も

使
用
し
て
頂
き
ま
す
。
こ
れ
も
身
体

の
状
態
を
安
定
さ
せ
る
た
め
病
院
の

指
導
に
従
っ
て
頂
く
こ
と
が
大
切
に

な
り
ま
す
。

　

以
上
の
様
に
透
析
が
必
要
と
な
っ

た
ら
、
透
析
治
療
、
食
事
の
工
夫
、

そ
し
て
薬
の
使
用
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
身
体
を
動
か
す
事
は
適
度
に
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
病
状
、

体
調
に
合
わ
せ
た
病
院
の
指
導
に
基

づ
い
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
通
院
の
リ

ズ
ム
を
合
わ
せ
て
生
活
を
過
ご
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
病
状
、
体
調
が

安
定
し
て
い
た
ら
旅
行
な
ど
も
可
能

で
す
。
病
院
と
ご
相
談
の
上
お
楽
し

み
下
さ
い
。

透析について
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令
和
７
年
８
月
１
日
を
も
っ
て
野
田

一
成
院
長
が
退
任
さ
れ
、
新
た
に
藤
田

安
彦
院
長
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

公
立
種
子
島
病
院　

院
長　

野
田
一
成

　　

前
院
長
の
急
逝
後
院
長
業
務
を
担
っ

て
参
り
ま
し
た
が
、
病
院
が
徳
洲
会
グ

ル
ー
プ
の
指
定
管
理
と
な
る
こ
と
が
決

ま
り
、
病
院
機
能
を
維
持
し
て
い
く
と

い
う
私
の
使
命
は
終
わ
り
ま
し
た
。
こ

の
た
め
、
約
４
年
半
の
当
院
で
の
勤
務

を
８
月
を
も
っ
て
終
え
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

私
な
り
に
地
域
住
民
と
向
き
合
い
、

皆
さ
ま
の
健
康
維
持
に
寄
与
で
き
る
よ

う
努
力
し
た
つ
も
り
で
す
。
十
分
で
は

な
か
っ
た
と
い
う
ご
意
見
も
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
私
に
悔
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

両
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
は
、
ま
た
種
子

島
に
戻
っ
て
き
て
欲
し
い
と
温
か
い
お

言
葉
を
数
多
く
い
た
だ
き
、
大
変
嬉
し

く
医
師
冥
利
に
つ
き
る
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　

本
来
新
病
院
へ
の
移
行
や
そ
の
間
臨

時
で
派
遣
さ
れ
る
医
師
の
選
定
に
つ
い

て
は
、
医
療
の
プ
ロ
で
あ
る
現
場
の
意

見
を
考
慮
し
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
で
す

が
、
残
念
な
が
ら
そ
こ
に
関
わ
る
こ
と

が
で
き
ず
、
自
治
体
病
院
で
医
師
と
し

て
勤
務
す
る
こ
と
の
困
難
さ
を
感
じ
た

１
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
病
院
は
大
規
模
病
院
グ
ル
ー
プ

の
管
理
に
な
り
ま
す
が
、
全
国
的
に
地

方
勤
務
の
医
師
は
不
足
し
て
お
り
、
病

院
が
１
０
０
％
機
能
す
る
に
は
少
々
時

間
を
要
す
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
ご
存

じ
の
と
お
り
、
財
政
的
に
も
医
療
保
険

制
度
は
崩
壊
の
危
機
に
瀕
し
て
い
ま

す
。

　

両
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
新
体
制
を

機
に
現
場
の
負
担
や
財
政
的
な
問
題
に

も
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
、
国
民
皆
保
健
制

度
を
維
持
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
医
療

と
の
賢
い
向
き
合
い
方
を
模
索
い
た
だ

け
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
優
し
さ
と
自
然
豊
か
さ
に

思
い
切
り
触
れ
る
事
の
で
き
た
４
年
半

で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

公
立
種
子
島
病
院　

院
長　

藤
田
安
彦

　

こ
の
度
、
公
立
種
子
島
病
院
へ
赴
任

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
藤
田
安
彦
と

申
し
ま
す
。
病
院
管
理
者
の
小
園
裕
康

町
長
か
ら
東
上
徳
洲
会
理
事
長
へ
の
要

請
に
よ
り
徳
洲
会
が
指
定
管
理
を
受
け

る
運
び
と
な
り
、
私
が
院
長
職
を
拝
命

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
種
子
島
に

来
島
す
る
こ
と
は
私
に
と
っ
て
も
非
常

に
光
栄
な
こ
と
と
受
け
取
っ
て
お
り
ま

す
。
実
は
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
宇
宙
セ
ン
タ
ー
が

近
く
に
あ
る
こ
と
が
理
由
の
１
つ
で

す
。

　

平
成
17
年
７
月
に
徳
洲
会
に
入
職

し
、
東
京
西
５
年
、
喜
界
徳
洲
会
病
院

で
４
年
間
、
故
郷
の
徳
之
島
徳
洲
会
病

院
院
長
と
し
て
約
８
年
業
務
に
携
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
鹿
児
島
徳
洲
会
病
院
で

約
３
年
３
ヵ
月
勤
務
し
、
離
島
応
援
に

専
念
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
当
院

の
運
営
が
継
続
で
き
て
い
る
の
は
、
歴

代
の
院
長
、
職
員
の
皆
さ
ま
の
献
身
的

な
働
き
と
行
政
か
ら
の
支
援
、
町
民
か

ら
の
温
か
い
ご
支
援
が
あ
っ
た
も
の
と

確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
も
鹿
児
島
大
学
病
院
や
自
衛
隊

病
院
か
ら
医
師
の
応
援
、
地
元
の
医
療

機
関
の
支
援
、
職
員
の
大
変
な
努
力
に

よ
っ
て
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。
看
護
師

や
医
師
の
頑
張
り
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
毎
日
患
者
さ
ん
の
お
む
つ
交
換
や

食
事
、
入
浴
介
助
な
ど
を
し
て
い
る
裏

方
の
人
た
ち
の
業
務
に
敬
服
し
て
い
ま

す
。
病
院
は
多
職
種
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

に
よ
り
成
り
立
っ
て
お
り
ま
す
。
当
院

を
支
援
し
て
く
だ
さ
る
方
た
ち
に
、
改

め
て
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
す
。
い
つ

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
公
立
種

子
島
病
院
の
将
来
に
つ
い
て
は
、
島
民

が
安
心
し
て
う
け
ら
れ
る
医
療
と
安
全

な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
大
切
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
雇

用
を
増
や
し
、
若
い
人
た
ち
が
島
か
ら

出
ず
、
生
活
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
る

こ
と
も
大
事
か
と
存
じ
ま
す
。

　

徳
洲
会
が
存
続
で
き
て
い
る
の
は
、

離
島
・
へ
き
地
医
療
に
貢
献
す
る
こ
と
、

救
急
を
断
ら
な
い
な
ど
の
社
会
貢
献
を

行
っ
て
い
る
た
め
だ
と
思
い
ま
す
の

で
、
残
り
の
人
生
を
種
子
島
医
療
に
貢

献
し
て
い
く
所
存
で
す
。
地
域
の
皆
さ

ま
、
友
人
・
知
人
、
い
ろ
い
ろ
な
病
院

職
員
の
大
勢
の
仲
間
た
ち
、
当
院
の
医

療
に
関
わ
る
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
ご
支

援
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
ご
指
導
・

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

公立種子島病院からお知らせ
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Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
６
号
機
Ｃ
Ｆ
Ｔ
を
実

施
し
ま
し
た

　

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
で
は
Ｈ
３

ロ
ケ
ッ
ト
６
号
機
打
上
げ
の
前
に
「
Ｃ

Ｆ
Ｔ
（
第
１
段
実
機
型
タ
ン
ク
ス
テ
ー

ジ
燃
焼
実
験
）」
と
呼
ば
れ
る
試
験

を
７
月
23
日(

水)

か
ら
７
月
24
日

(

木)

に
か
け
て
実
施
し
ま
し
た
。
Ｃ

Ｆ
Ｔ
と
は
機
体
を
発
射
台
に
固
定
し

た
状
態
で
行
う
燃
焼
試
験
の
こ
と
で
、

打
上
げ
当
日
と
同
じ
手
順
で
ロ
ケ
ッ

ト
を
射
点
に
移
動
し
て
推
進
薬
を
充

填
し
、
エ
ン
ジ
ン
燃
焼
試
験
を
行
い
、

ロ
ケ
ッ
ト
お
よ
び
地
上
設
備
の
機
能

な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。
試
験
は
計

画
通
り
終
了
し
、
今
後
は
取
得
さ
れ

た
デ
ー
タ
の
分
析
な
ど
が
行
わ
れ
ま

す
。
今
後
の
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
の
活
躍

に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
特
別
公
開
ご

来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

７
月
13
日(

日)

に
種
子
島
宇
宙

セ
ン
タ
ー
特
別
公
開
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
雨
天
の
た
め
、
屋
外
イ

ベ
ン
ト
は
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
最
終
号
機
の

打
上
げ
が
直
近(

６
月
29
日)

だ
っ

た
こ
と
を
受
け
、
Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
に
関
連

し
た
設
備
を
巡
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
バ
ス

ツ
ア
ー
や
、
Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
関
係
者
に
よ

る
ス
ペ
シ
ャ
ル
講
演
、
Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
の

折
り
紙
式
の
謎
解
き
な
ど
と
い
っ
た
、

Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
に
関
す
る
企
画
を
多
数
実

施
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
鹿
児
島
海

上
保
安
部
主
催
の
「
種
子
島
灯
台
一

般
公
開
」
の
同
日
開
催
や
、
関
係
企

業
に
よ
る
出
展
、
地
元
飲
食
店
に
よ

る
出
店
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
来

場
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
関
係
者
の

皆
さ
ま
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　（
記
事
の
内
容
は
８
月
４
日
現
在
）

宇宙センターだより 宇宙科学技術館　☎㉖ 9244

種子島宇宙センターホームページＱＲ

地域包括支援センターだより
◎お問い合わせ先

地域包括支援センター

☎㉗ 1223

認知症啓発キャンペーン・アルツハイマーデー企画展
　９月は世界アルツハイマー月間、９月 21 日は世界アルツハイマーデーです。認知症について広く理解

を求め、認知症があっても自分らしく地域で過ごし続けられるよう正しい知識の普及啓発を行っていま

す。

　中種子町でも、庁舎内や図書館で認知症への理解を深めていただけるよう絵本や書物の展示や企画を

行っていますので、ぜひ足を運んでみてください。

中種子町シルバー人材センター新規会員の募集について
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
町
内
に
居
住
す
る
60
歳
以

上
の
方
を
対
象
に
新
規
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
申
込
方
法

や
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て

は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
会
員
に
な
る
た
め
に
は

・
60
歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲

の
あ
る
方
（
今
年
度
60
歳
に
な

る
方
も
対
象
）

・
中
種
子
町
内
に
居
住
し
て
い
る

方（
※
右
記
の
入
会
条
件
を
満
た
し

て
お
り
、
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
・
特

色
を
理
解
し
、
ご
賛
同
い
た
だ
け

る
方
）

★
主
な
就
業
内
容

・
庭
木
の
剪
定
・
墓
地
の
清
掃
・

　

除
草
・
畦
畔
刈
払
い
作
業

・
町
内
公
共
施
設
な
ど
の
清
掃
・

　

管
理
作
業

・
一
般
農
作
業
（
甘
藷
の
採
苗
・

　

植
付
え
・
草
取
り
・
収
穫
な
ど
）

◯
お
問
い
合
わ
せ
先

中
種
子
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
【
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
】　

☎
㉔
２
３
７
５
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保健センターだより ◎お問い合わせ先

保健センター☎㉗ 1133

９月24日～９月30日は「結核・呼吸器感染症予防週間」です！

○
結
核
に
つ
い
て

　

結
核
は
、
過
去
の
病
気
で
は
な
く
、
日
本
で
は

今
で
も
年
間
約
1
万
人
以
上
が
新
た
に
結
核
と
診

断
さ
れ
て
い
ま
す
。
結
核
は
空
気
中
に
漂
う
結
核

菌
を
吸
い
込
む
こ
と
で
感
染
し
ま
す
。
最
初
は
風

邪
に
似
た
症
状
で
始
ま
り
ま
す
が
、
タ
ン
の
か
ら

む
咳
、
微
熱
、
体
の
だ
る
さ
が
２
週
間
以
上
続
く

場
合
は
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

き
ち
ん
と
治
療
を
す
れ
ば
治
す
こ
と
が
で
き
る

病
気
で
す
。
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
に
も
、

毎
年
必
ず
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

○
呼
吸
器
感
染
症
と
は

　

呼
吸
器
感
染
症
は
、
結
核
や
季
節
性
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
Ｒ
Ｓ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
細
菌
性
肺
炎
な
ど
の
総
称
で

す
。

○
呼
吸
器
感
染
症
の
予
防
法

　

呼
吸
器
感
染
症
は
、
く
し
ゃ
み
や
咳
な
ど
に
よ

る
飛
沫
感
染
や
接
触
感
染
で
感
染
が
広
が
り
ま

す
。
咳
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
場
合
は
、
マ
ス
ク
着

用
を
含
む
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
、
手
洗
い
、
手
指
消
毒
、

換
気
な
ど
基
本
的
な
感
染
対
策
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

　

日
頃
か
ら
適
度
な
運
動
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食

事
を
心
が
け
感
染
症
に
強
い
体
を
作
り
ま
し
ょ

う
。

自立支援協議会だより ◎お問い合わせ先
種子島地区基幹相談支援センター☎㉘ 3633

愛着関係って…？
　

種
子
島
地
区
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
も
開
設
か
ら
４
年
目
を
迎
え
、
お
陰

様
で
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
に
係

る
相
談
は
多
く
、
昨
年
度
は
成
人
の
相
談

２
％
に
対
し
て
子
ど
も
の
相
談
98
％
と

い
う
内
訳
で
し
た
。

　

ひ
と
く
ち
に
子
ど
も
に
係
る
相
談
と

い
っ
て
も
対
象
と
な
る
の
は
乳
幼
児
か

ら
高
校
生
ま
で
と
幅
広
く
、
相
談
内
容
も

言
葉
の
発
達
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
関
す
る
相
談
、
読
み
書
き
な
ど
の
学
習

面
や
、
不
登
校
傾
向
、
ゲ
ー
ム
が
止
め
ら

れ
な
い
と
い
っ
た
行
動
面
に
関
す
る
相

談
な
ど
と
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
相
談
を
通
し
て
毎
回
強
く

感
じ
る
こ
と
は
、
言
葉
に
す
れ
ば
ご
く
当

た
り
前
の
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
対

象
と
な
る
子
ど
も
の
こ
と
を
様
々
な
角

度
・
視
点
か
ら
深
く
知
る
こ
と
が
本
当
に

大
切
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

例
え
ば
、
行
動
の
問
題
を
抱
え
る
子

ど
も
の
こ
と
を
考
え
る
と
き
に
「
愛
着

関
係
」
と
い
う
視
点
は
と
て
も
大
切
に
な

り
ま
す
。「
愛
着
関
係
」
と
は
「
特
定
の

人
と
結
ぶ
情
緒
的
な
こ
こ
ろ
の
絆
（
き
ず

な
）」
の
こ
と
を
指
し
ま
す
が
、
こ
の
愛

着
関
係
を
適
切
に
築
く
こ
と
を
学
べ
て

い
な
い
場
合
、
そ
の
こ
と
が
行
動
の
問
題

と
し
て
表
れ
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
「
発
達
障

害
」
の
診
断
が
あ
っ
た
と
し
て
も
こ
の
愛

着
関
係
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
場
合
は
、

身
近
な
大
人
と
の
心
の
絆(

き
ず
な)

を

築
く
た
め
の
支
援
な
く
し
て
は
、
問
題
を

本
質
的
に
解
決
す
る
こ
と
は
難
し
く
な

る
で
し
ょ
う
。

　

愛
着
関
係
の
問
題
と
い
う
と
イ
ン
パ

ク
ト
が
大
き
い
で
す
が
、
決
し
て
親
御
さ

ん
の
愛
情
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
原

因
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
親

御
さ
ん
に
あ
ふ
れ
る
ば
か
り
の
愛
情
が

あ
っ
た
と
し
て
も
、
何
ら
か
の
行
き
違
い

の
た
め
に
こ
の
心
の
絆(

き
ず
な)

を
う

ま
く
結
べ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

場
合
が
あ
る
の
で
す
。

　

愛
着
関
係
の
問
題
に
つ
い
て
は
和
歌

山
大
学
教
育
学
部
心
理
学
教
室
教
授
の

米
澤
好
史
氏
が
詳
し
く
、
米
澤
氏
は
「
愛

着
の
問
題
は
何
歳
か
ら
で
も
必
ず
ケ
ア

す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
述
べ
て
い
ま

す
。
そ
れ
だ
け
に
、
ま
ず
は
支
援
者
や
養

育
者
が
愛
着
関
係
の
問
題
に
気
付
け
る

こ
と
が
と
て
も
大
切
な
こ
と
と
感
じ
ま

す
。

　

こ
の
記
事
が
気
に
な
っ
た
方
は
、
い
つ

で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

文
責　

種
子
島
地
区
基
幹
相
談

　
　
　

支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
支
援
員　

　
　
　

言
語
聴
覚
士　

荒
木
潮
彦　
　

　

☎
０
９
９
７
（
２
８
）
３
６
３
３



広報なかたね 2025.9 月号　18

戸 籍 の 窓
令和７年７月受付分

（承諾書をいただいた方のみ掲載）

おくやみ申しあげます

名前 集落 年齢

半渡　順子 梶　潟 94 歳

山小田　敏夫 伏之前 86 歳

松下　弘子 上　方 83 歳

松下　セツ子 牧　川 85 歳

春田　タツミ 平　鍋 96 歳

横山　ミツヱ 満足山 94 歳

鮫島　チヱ 坂　元 107 歳

山　　良江 広ヶ野 87 歳

岩屋　次雄 横　町 89 歳

濵田　幸子 坂　元 97 歳

雨田　勇 池之向 88 歳

細山　時則 大　平 75 歳

竹野　嘉晃 伏之前 61 歳

婚姻・出生・死亡届社協だより

暮らしのうごき
人口の動き

総人口 7,029 人 (+24) 出生 1人

男　性 3,403 人 (+25） 死亡 8人

女　性 3,626 人 ( -1) 転入 66 人

世帯数 4,025 戸 (+25) 転出 27 人

※（　）は前月との比較（７月末現在）

火事・救急

火事・救急 (町内）　７月中

火　事 ０件 うち建物 ０件

救　急 26 件 うち急病 15 件

交通事故（人身）

交通事故 町内 島内

発生件数 １件 ( -3) １件 ( -4)

死 者 数 ０件 ( -1) ０件 ( -1)

負傷者数 ３件 (  0) ３件 ( -1)

※令和７年７月、(　)は前年同時期比較

●寄付のお礼
　亡くなられた方々のご家族から、社会福祉協議

会へ金一封が寄せられました。これらの善意に感

謝するとともに、謹んで故人のご冥福をお祈り申

し上げます。（敬称略）

山小田　リヨ子(伏之前)　西田　加津子(西之町)

松下　勝之　(牧　川)　　鮫島　宗春  (坂　元)

濵田　一司　(大阪府 )

フ
ェ
リ
ー
太
陽
Ⅱ
の
運
休

に
つ
い
て

　

屋
久
島
町
営
船
「
フ
ェ
リ
ー

太
陽
Ⅱ
」
は
ド
ッ
ク
入
り
の

た
め
、
９
月
10
日
（
水
）
か

ら
17
日
（
水
）
ま
で
島
間
航

路
を
運
休
し
ま
す
。
ご
迷
惑

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

屋
久
島
町
役
場
政
策
推
進
課

☎
43
５
９
０
０

　

セ
ル
フ
ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン
グ
サ
ロ
ン

Bellery

種
子
島
（
代
表　

日
高　

香
代
子
）

様
よ
り
、
歯
ブ
ラ
シ
１
０
０
０
本
を
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
歯
ブ
ラ
シ
は

災
害
時
の
備
蓄
品
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
本
町
へ
貴
重
な
ご
寄
附
を
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
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お知らせ版（９月）
◆休日当番医
　①　種子島医療センター（☎ 0570-09-0960）　②　田上診療所（☎ 27-0325）
　③　公立種子島病院（☎ 26-1230）　④　百合砂診療所（☎ 28-3901）
　⑤　中種子クリニック（☎ 27-3222）
●日曜給油当番
　①　GLOBAL THINK（株）中央給油センター（☎ 24-2255）
　②　種子島石油 (株 )中種子中央給油所（☎ 27-0205）

日 行事 時間 場所

１（月）小・中学校始業式

４（木）にじいろクラス  13:30 ～ 15:00 こども家庭センター

７（日）◆休日当番医③　●給油当番①　　　　

８（月）よろず支援拠点定期相談会 9:00 ～ 16:00 防災センター２階会議室

９（火）
幼児学級（１～３歳） 10:00 ～ 11:30 福祉センター

高齢者学級どんぐり　　　　　　　　　　        10:00 ～ 保健センター

10（水）

中種子町議会（～ 18 日まで） 10:00 ～

にじいろメンテ  13:30 ～ 16:00 こども家庭センター

フェリー太陽Ⅱ運休（～ 17 日まで）

12（金）
赤ちゃん教室（１歳未満）  10:00～ 11:30 福祉センター

母子手帳交付  13:30 ～ 15:00 こども家庭センター

14（日）
◆休日当番医① ●給油当番②　　　　

中種子中学校体育大会　　　　　　　　　 中種子中学校グラウンド

15（月）◆休日当番医①　　　　　　　　　　 敬老の日

18（木）にじいろ健診　５歳児　　　　  13:00 ～ 16:00 保健センター

20（土）県民スポーツ大会総合開会式（～ 25 日まで）　　

21（日）◆休日当番医② ●給油当番①　     

23（火）◆休日当番医①　　　　　　　　　　　 秋分の日

24（水）にじいろメンテ 13:30 ～ 16:00 こども家庭センター

25（木）
町就学時健診　　　　　　　　　　　

幼児学級（１～３歳） 10:00 ～ 11:30 福祉センター

26（金）
にじいろ健診　乳児、２歳児　　　　　　　　　　　　　　　 9:00 ～ 12:00 保健センター

母子手帳交付　　　　　　　　　　 13:30 ～ 15:00 こども家庭センター

27（土）
りんくのおおひろば  9:00 ～ 12:00 中央公民館大ホール

中央公民館図書室おはなし会　　　　　　　　　　　　　　 10:30 ～ 11:00           中央公民館和室

28（日）

◆休日当番医④　●給油当番②　　　　　　　　　

マイナンバーカード時間外開庁日　　　　　　  8:30 ～ 12:00 町民課

小学校運動会（野間小以外）　　　　　　　　 

30（火）赤ちゃん教室（１歳未満） 10:00 ～ 11:30 福祉センター

マイナンバーカード申請・交付の時間外開庁日 毎週（火）　17:15 ～ 19:00 まで（23 日を除く）

りんくのひろば　平日（月～金）9:00 ～ 17:00（最終入室 16:30）　交流スペースで実施。立ち飲みカフェあります。

こどもの予防接種 ※予防接種を受ける際は事前に医療機関へご確認・ご予約をお願いします。

こども家庭センター　妊婦体験や沐浴指導などは個別に対応しますので、ご希望の方はこども家庭センター

　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 ☎（27-1111 内線 254）までお問い合わせください。

休 日
当番医

日 曜
給 油

町ＨＰ

イベント
カレンダー

マイナンバー
カード開庁日

こども家庭
センター
りんく

バス・乗合
タクシー

ＳＮＳ

ＬＩＮＥ
中種子町

Instagram
中種子町地域
おこし協力隊

Facebook
中種子町
企画課

YouTube
種子島なかたね

チャンネル



■
電
話

0997-27-1111（
内
線

259）
■
フ
ァ
ッ
ク
ス
：
0997-27-3634

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／

https://town.nakatane.kagoshima.jp/
広
報
な
か
た
ね
９
月
号
　
令
和
７
年
８
月
2
5
日
発
行

■
発
行
／
鹿
児
島
県
中
種
子
町
役
場

■
編
集
／
企
画
課
広
報
係

島の四季彩　キキョウラン（ススキノキ科）

【漢字表記】桔梗蘭
【分布】本州（紀伊半島）・四国～九州・
琉球、台湾・中国南部～マレーシア・インド
【生育地】海岸の日当たりのよい崖
【繫殖法】株分け、実生
　和名は、花の色がキキョウに、形態がランに似てい
ることに由来します。かつてのエングラー分類体系で
はユリ科でした。島内の海岸にもよく自生している、
常緑の多年草です。葉は革質で長さ 50 ～ 60cm、茎は

花期には高さ 50 ～ 100cm となり、その上部に青紫色
の直径約１cm の花をまばらにつけます。その後、径約
１cm の球形の果実ができ、瑠璃色に熟します。有毒植
物で、全草を瘰癧・疥癬・できものなどに外用するこ
とがありますが、絶対に服用してはいけません。園芸
店では白い斑入りのものが鉢物や切り花として販売さ
れていることがありますが、海外からの導入種で、本
種とは異種のようです。特に病害虫もなく、日当たり
良好で、水捌けのよい土壌であれば、よく生育します。
島内で栽培されている方もおられます。

【写真・資料提供】香月茂樹さん（元薬草試験場長）

種子屋久高速船株式会社

西之表営業所　0570-004015 ／ 7 時～ 17 時※
　　　　　　　　　　　　　※土・月は 6時～ 17 時
臨時休業により来店される際は、営業日の確認をお願いします

公式ＷＥＢサイトで
楽々！スマート予約！
搭乗予定日の前日まで、

（※16：00 まで）

ネット予約が可能です！

公式 WEB サイト
　https://www.tykousoku.jp/

ＱＲコード検索➡

公式 X（旧 Twitter）
　　　　　　　　　ＱＲコード検索➡

YouTube 配信始めました！
　　　　　　　　　ＱＲコード検索➡

※クレジット決済やコンビニ決済（ファミリー　
　マート他）ができます。
※決済後のキャンセルには所定のキャンセル手数料
　がかかりますのでご了承ください。


